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一般質問

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

スピカビル事務室

ぐ
必
要
か
、
と
い
っ
た
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
ス
ピ
カ
ビ
ル
改

修
・
移
転
費
約
30
億
円
は
、
本
当
に
か

か
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
平
成
19
年

の
ビ
ル
3
・
4
階
へ
の
移
転
に
は
約

8
千
万
し
か
か
か
っ
て
い
な
い
。
新
庁

舎
建
設
費
は
、
以
前
は
60
億
円
と
言
っ

て
い
た
が
、
約
44
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
総
務
省
の
基
準
に
合
っ
て
い

な
い
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
本
庁
舎

を
約
８
億
円
か
け
て
補
強
し
、
15
年

使
っ
た
後
に
、
新
庁
舎
を
建
て
る
と
い

う
市
長
の
考
え
が
あ
っ
て
、
誘
導
的
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
会
館
の
問

題
も
周
辺
の
活
性
化
と
集
客
か
ら
考
え

れ
ば
、
新
庁
舎
建
設
よ
り
も
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
そ
の
中
身
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】
新
庁
舎
建
設
費
は
、
必

要
と
思
わ
れ
る
延
べ
床
面
積
、
敷
地
面

積
等
を
想
定
し
、
建
築
規
模
を
設
定
し

た
。
建
築
費
、
外
構
工
事
費
等
は
、
他

市
の
実
績
を
参
考
に
算
定
し
た
。
な
お
、

市
民
会
館
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

補
助
制
度
が
な
く
、
事
業
費
を
市
の
一

般
財
源
や
起
債
で
賄
う
こ
と
と
な
る
。

本
市
は
現
在
、
小
中
学
校
耐
震
補
強
改

築
事
業
や
一
本
松
・
茂
田
線
整
備
な
ど

大
規
模
事
業
が
め
じ
ろ
押
し
で
、
財
源

計
画
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
「
教
育
、
福
祉
、
土
木
等

の
予
算
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
」
と
記
載
し
た
。

【
塚
原
議
員
】
将
来
の
農
業
を
ど
の
よ

う
に
維
持
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
た

め
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
説
明
会
を
各
地

区
で
実
施
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策

定
中
の
よ
う
だ
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
経
済
部
長
】
説
明
会
に
は
下
館
地
区

36
名
、
関
城
地
区
33
名
、
明
野
地
区
19

名
、
協
和
地
区
15
名
の
出
席
で
、
各
地

区
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
を
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
ご
検
討

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
主
に
認

定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
合
、
新
規
就

農
者
等
を
対
象
と
し
、
そ
の
中
で
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
係
る
同
意
書
の
提

出
者
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
合

意
に
な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
２
３
２
名

の
方
か
ら
同
意
書
の
提
出
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
塚
原
議
員
】
認
定
農
業
者
ま
た
は
担

い
手
の
方
を
集
め
て
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
農
家
の
人
に
対
し
て
も

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
概
要
説
明
は
必
要

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
経
済
部
長
】
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
説

明
会
に
は
認
定
農
業
者
の
方
々
に
通
知

を
差
し
上
げ
て
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
六
百
数
名
お
い
で
に
な
る
認

定
農
業
者
の
う
ち
の
何
割
か
し
か
出
席

い
た
だ
い
て
い
な
い
と
い
う
状
況
も
あ

る
。
今
後
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
に

つ
い
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
再
度

通
知
を
差
し
上
げ
て
、
概
要
の
説
明
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。

【
保
坂
議
員
】
昨
今
、
い
じ
め
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
教
育
長
が
考
え

る
い
じ
め
と
は
何
か
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
の
タ
イ
プ
は
、
大

き
く
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
①
生
活
行

動
の
中
で
起
こ
る
あ
つ
れ
き
。
②
自
分

の
思
い
が
う
ま
く
相
手
に
伝
え
ら
れ
な

い
中
で
の
悪
口
、
い
た
ず
ら
等
。
③
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
弱
く
携
帯
電

話
な
ど
で
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
で
、
進

む
と
犯
罪
に
な
る
。
④
暴
力
、
窃
盗
強

要
、
監
禁
な
ど
の
犯
罪
行
為
。
相
手
に

精
神
的
、
肉
体
的
に
苦
痛
を
与
え
る
行

為
で
あ
る
。

【
保
坂
議
員
】
本
市
に
い
じ
め
は
あ
る

と
思
う
か
。

【
教
育
長
】
認
知
件
数
と
し
て
平
成
22

年
度
は
小
学
校
54
件
、
中
学
校
70
件
、

合
計
１
２
４
件
。
平
成
23
年
度
は
小
学

校
67
件
、
中
学
校
32
件
、
合
計
99
件
で

あ
る
。
今
年
度
１
学
期
末
ま
で
の
認
知

件
数
は
小
学
校
41
件
、
中
学
校
28
件
、

合
計
69
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

【
保
坂
議
員
】
い
じ
め
を
な
く
す
、
い

じ
め
を
起
こ
さ
せ
な
い
活
動
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
下
館
中
学
校
で

実
施
し
て
い
る
「
君
を
守
り
隊
」
の
よ

う
な
い
じ
め
を
撲
滅
す
る
よ
う
な
活
動
、

運
動
等
の
対
策
を
ほ
か
の
学
校
で
は
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市
民
病
院
に
つ
い
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

政
治
の
意
思
に
つ
い
て

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ペ
ア
ー
ノ
）
に

つ
い
て

市　民　病　院

市民アンケート調査

筑西ジュニア虹色ネットワーク

と
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
８
月
３
日
に
市
全
小
中
学

校
が
集
ま
っ
て
「
筑
西
ジ
ュ
ニ
ア
虹
色

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
実
施
し
、
そ
の
中

で
「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
を
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
各
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な
名

称
で
集
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
声
の
ポ
ス
ト
」
を
設

置
し
、
困
っ
て
い
る
子
に
対
し
て
即
座

に
対
応
し
て
、
そ
の
子
の
思
い
を
少
し

で
も
軽
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
運
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
田
中
議
員
】
市
民
病
院
に
は
、
毎
年

６
億
円
以
上
の
税
金
が
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
ら
れ
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
総
額
約
40
億
円
に
も
な
る
。

過
日
、
視
察
し
た
秋
田
県
横
手
市
立
大

森
病
院
（
人
口
約
10
万
の
市
、
病
床
数

１
５
０
床
、
医
師
数
12
名
、
診
療
科
目

8
科
目
）
と
比
較
す
る
と
、
経
営
形
態

は
、
市
民
病
院
が
公
営
企
業
法
の
一
部

適
用
に
対
し
、
大
森
病
院
が
全
部
適

用
。
震
災
前
平
成
22
年
度
の
医
業
収
益

は
、
市
民
病
院
が
13
億
2
千
万
円
に
対

し
、
大
森
病
院
が
19
億
7
千
万
円
。
そ

の
一
方
、
職
員
の
給
与
費
は
、
市
民
病

院
が
11
億
7
千
万
円
に
対
し
、
大
森
病

院
が
12
億
3
千
万
円
。
給
与
費
が
占
め

る
割
合
は
、
市
民
病
院
が
約
89
％
に
対

し
、
大
森
病
院
が
約
62
％
、
民
間
病
院

の
平
均
は
53
％
と
い
う
。
職
員
の
生
活

の
原
資
で
あ
る
給
与
の
質
問
で
大
変
心

苦
し
く
つ
ら
い
。
し
か
し
、
地
域
医
療

の
崩
壊
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
今
、
市

民
病
院
の
永
続
と
充
実
に
お
い
て
、
地

域
医
療
を
守
る
の
か
、
行
政
組
織
を
守

る
の
か
、
今
ま
さ
に
分
岐
点
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

【
市
民
病
院
事
務
部
長
】
経
営
改
善
の

方
向
性
は
、
安
定
し
た
医
師
確
保
を
最

優
先
に
、
人
間
ド
ッ
ク
や
在
宅
医
療
の

充
実
な
ど
収
益
増
に
向
け
た
経
営
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
医
業
収
益
に
お

け
る
給
与
比
率
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
本
市
で
は
、
新
中
核
病
院

の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、

公
立
２
病
院
に
よ
る
再
編
統
合
と
は
別

【
小
島
議
員
】
合
併
後
の
本
市
は
、
効

率
化
と
ス
リ
ム
化
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
人
員
を
含
め
た
公
共

財
の
適
正
配
置
が
必
要
で
、
こ
の
行
政

改
革
に
つ
い
て
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
あ
る
と
思
う
。
あ
と
は
、
各
論
で
あ

り
、
現
実
に
何
を
整
理
、
削
減
、
統
廃

合
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
本
市
の
政
治
テ
ー
マ
で
あ
る
人
口

減
少
へ
の
取
り
組
み
、
次
世
代
へ
の
展

望
、
都
市
機
能
の
将
来
構
想
に
関
す
る

政
治
の
意
思
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
市
長
は
、
今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
設
問
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
市
民

の
意
識
を
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
小
学
校
の
設
問
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
教
育
改
革
と
い
う
テ
ー
マ
で
取

り
組
む
べ
き
問
題
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
本
市
は
人
口
減
少
や
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
た
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

行
政
運
営
へ
の
転
換
が
大
切
で
あ
る
。

今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
民
皆

【
藤
川
議
員
】
７
月
に
川
島
親
子
ク
ラ

ブ
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
と

き
県
の
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
本
市
の
将
来
像
を
見
据
え
、
中

長
期
的
な
方
向
性
を
定
め
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
の
統
廃

合
は
、
教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

地
域
の
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
、
保

護
者
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
的
な
視
点

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

【
教
育
長
】
少
子
化
と
い
う
問
題
で
統

廃
合
が
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
教
育
改
革

で
あ
る
。
今
の
６
・
３
制
か
ら
４
・
３
・

２
制
へ
の
問
題
、
小
中
一
貫
教
育
の
問

題
な
ど
将
来
的
に
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

の
枠
組
み
も
模
索
し
て
い
る
。
新
中
核

病
院
と
市
民
病
院
は
一
体
の
も
の
と
考

え
て
お
り
、
大
き
な
方
向
性
が
確
定
さ

れ
て
い
く
中
で
、
市
民
病
院
を
含
め
た

新
中
核
病
院
の
経
営
形
態
が
検
討
さ
れ

て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

ペアーノ

行
っ
て
し
ま
い
会
場
に
遅
れ
て
来
た
方

が
か
な
り
い
た
。
関
城
地
区
以
外
の
人

た
ち
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と

す
ぐ
に
県
西
と
頭
に
入
っ
て
し
ま
っ
て

い
て
、
案
内
板
も
き
ち
ん
と
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
名
前
を
わ
か
り
や
す
く
、
と
い

う
声
が
多
く
あ
る
が
、
い
っ
そ
の
こ
と

筑
西
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）

と
い
う
形
の
名
前
に
し
た
ら
い
か
が
か
。

【
教
育
次
長
】
市
内
に
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
名
称
を
持
つ
茨
城
県
と
筑
西

市
の
２
つ
の
施
設
が
あ
る
。
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
主
催
者
の
方
に

は
、
県
の
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

会
場
を
間
違
え
る
お
客
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
チ
ラ
シ
や
通
知
で
愛
称
で
あ
る
ペ

ア
ー
ノ
を
前
面
に
出
し
た
後
に
括
弧
書

き
で
筑
西
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

い
う
形
で
告
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
藤
川
議
員
】
市
民
に
わ
か
る
形
で
Ｐ

Ｒ
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
特
に
場
所
が

わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
優
し
い
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
が

い
か
が
か
。

【
教
育
次
長
】
看
板
も
ペ
ア
ー
ノ
と
い

う
文
字
に
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
ご
案
内
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理

解
賜
り
た
い
。

【
加
茂
議
員
】
国
保
税
の
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。
加
入
者
の
う
ち
、
約

７
割
が
年
金
生
活
者
や
無
職
者
、
非
正

規
労
働
者
で
あ
る
。
ま
た
、
滞
納
者

の
約
７
割
が
年
間
所
得
２
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

平
成
23
年
度
の
滞
納
額
が
約
18
億
１
，

４

０

０

万

円
、

不

納

欠

損

額

が

約

２
億
２
，
５
０
０
万
円
で
、
市
民
の
支

払
い
能
力
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
来
年
度
は
国
保
税
の
改
定
の
時
期

で
あ
り
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
市
長
】
近
年
の
国
保
税
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
医
療
費
が
増
大
す
る
一
方
、

景
気
低
迷
に
よ
る
所
得
の
減
少
や
、
雇

用
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
失
業
者
の
加
入

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
本
市
の

国
保
税
の
調
定
額
と
収
納
額
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で

あ
る
の
で
、
来
年
度
の
国
保
税
は
、
現

行
税
率
の
ま
ま
改
定
は
行
わ
な
い
方
針

で
あ
る
。

【
加
茂
議
員
】
国
保
税
の
値
下
げ
は
で

き
な
い
か
。

【
市
長
】
一
般
財
源
か
ら
も
毎
年
10
億

円
以
上
の
繰
り
入
れ
を
し
、
現
状
維
持

が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

【
加
茂
議
員
】
国
保
法
44
条
の
病
院
で

の
窓
口
の
負
担
金
の
減
免
の
実
態
は
ど

う
か
。

【
健
康
増
進
部
長
】
制
度
化
し
て
は
い

る
が
現
在
申
請
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

【
加
茂
議
員
】
市
民
に
周
知
が
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
市
独
自
の
減

免
の
実
態
は
ど
う
か
。

【
健
康
増
進
部
長
】
災
害
、
所
得
減
少

に
よ
る
減
免
は
、
平
成
23
年
度
で
申
請

１
０
９
件
で
、
う
ち
災
害
等
の
事
由
が

【
石
島
議
員
】
明
野
地
区
南
の
国
道

４
０
８
号
は
、
現
在
工
事
が
進
ま
ず
、

地
元
住
民
か
ら
も
早
期
建
設
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
土
木
部
長
】
国
道
４
０
８
号
に
直
結

す
る
主
要
地
方
道
筑
西
つ
く
ば
線
バ
イ

パ
ス
は
、
つ
く
ば
市
田
中
交
差
点
か
ら

北
に
１
，
３
６
０
ｍ
は
国
道
１
２
５
号

の
バ
イ
パ
ス
事
業
と
し
て
、
ま
た
そ
の

北
８
０
０
ｍ
に
つ
い
て
は
筑
西
つ
く
ば

線
バ
イ
パ
ス
事
業
と
し
て
、
つ
く
ば
市

中
菅
間
の
県
道
沼
田
下
妻
線
交
差
点
ま

で
の
全
体
延
長
２
，
１
６
０
ｍ
が
土
浦

土
木
事
務
所
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
。
し

か
し
、
つ
く
ば
市
中
菅
間
交
差
点
か
ら

筑
西
市
街
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
現
在
ま

で
に
は
事
業
認
可
が
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
県
政
に
対
す
る
要
望
事
項
と
し

て
国
道
１
２
５
号
つ
く
ば
市
田
中
地
内

か
ら
国
道
50
号
に
至
る
主
要
地
方
道
筑

西
つ
く
ば
線
の
早
期
整
備
促
進
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
強
く
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。

【
石
島
議
員
】
東
石
田
地
区
の
狭
隘
な

道
路
は
緊
急
車
両
も
入
れ
ず
、
昨
年
拡

【
藤
川
議
員
】
ペ
ア
ー
ノ
で
夜
に
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
う
際
、
入
り
口
の
階
段
が

真
っ
暗
で
危
険
と
の
こ
と
だ
が
、
解
消

方
法
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
教
育
次
長
】
照
明
器
具
の
移
設
等
の

方
法
を
検
討
し
て
、
照
度
不
足
の
解
消

に
向
け
改
善
し
て
い
き
た
い
。

１
０
３
件
、
所
得
減
少
が
6
件
で
、
減

免
額
は
約
１
，
１
６
４
万
円
で
あ
る
。



9

一般質問

小
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

台
東
区
と
の
災
害
援
助
協
定

に
つ
い
て

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

国道４０８号周辺道路

台東区での農産物直売

【
稲
川
議
員
】
市
内
の
小
中
学
校
に
は

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
去
年
の
12
月
時

点
で
48
人
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
要
因
に

ネ
ッ
ト
へ
の
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
な

ど
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に

よ
る
教
師
の
目
に
つ
か
な
い
陰
湿
な
い

じ
め
が
な
い
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】
不
登
校
の
要
因
と
し
て
文

科
省
へ
の
報
告
は
６
つ
の
タ
イ
プ
別
に

報
告
し
て
い
る
。
①
学
校
生
活
に
起
因

す
る
タ
イ
プ
、
②
遊
び
非
行
型
の
タ
イ

プ
、
③
無
気
力
タ
イ
プ
、
④
不
安
な
ど

情
緒
的
混
乱
タ
イ
プ
、
⑤
意
図
的
な
拒

否
タ
イ
プ
、
⑥
い
く
つ
か
の
要
因
に
よ

る
複
合
タ
イ
プ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

発
端
が
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
な
の
か
、

慎
重
に
見
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
い
じ
め
の
背
景
に
携
帯
メ
ー
ル

等
が
あ
る
も
の
は
現
在
は
な
い
が
、
今

後
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

【
稲
川
議
員
】
私
の
身
近
で
実
際
に
あ
っ

た
話
だ
が
、
部
活
の
友
達
関
係
か
ら
不

登
校
と
な
っ
た
生
徒
が
、
親
に
心
配
を

か
け
ま
い
と
毎
日
家
を
出
て
、
学
校
に

は
行
け
ず
、
そ
の
あ
た
り
で
お
弁
当
を

食
べ
て
一
日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い
た

と
い
う
。
何
ら
か
の
原
因
で
不
登
校
に

な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

【
大
嶋
議
員
】
あ
る
方
が
職
員
採
用
試

験
委
員
会
の
会
議
録
を
請
求
し
た
が
、

国
際
的
に
も
有
名
で
あ
り
、
全
国
か
ら

友
好
都
市
締
結
の
依
頼
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
台
東
区
で
は
、
国
内

の
姉
妹
都
市
及
び
友
好
都
市
と
の
間
で

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
の
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
本
市

と
台
東
区
の
交
流
は
、
５
年
前
に
浅
草

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
の
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。
交
流

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
市

民
レ
ベ
ル
の
交
流
拡
大
を
通
じ
て
友
好

都
市
の
締
結
、
災
害
援
助
協
定
の
締
結

に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
三
浦
議
員
】
交
流
拡
大
は
と
て
も
結

構
な
こ
と
だ
が
、
市
に
は
一
括
的
に
取

り
ま
と
め
る
部
署
が
な
い
。
戦
略
的
に

統
括
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

【
市
長
】
そ
の
よ
う
な
窓
口
の
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
三
浦
議
員
】
台
東
区
と
の
連
携
と
し

て
、
経
済
部
が
行
う
農
産
物
の
産
地
直

送
、
教
育
委
員
会
が
行
う
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
が
あ
る
。
先
日
、
つ
く

ば
市
と
荒
川
区
が
災
害
の
応
援
協
定
を

結
ん
だ
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
荒
川

区
長
は
、
「
つ
く
ば
市
と
の
結
び
つ
き

を
他
の
区
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
市
と
一

区
の
結
び
つ
き
か
ら
よ
り
大
き
な
連
携

を
作
り
た
い
と
の
考
え
だ
と
思
う
。
本

市
で
も
こ
の
流
れ
に
乗
る
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
の
効
果
は
、
防
災
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

文
化
振
興
、
農
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で

含
め
た
経
済
活
動
、
職
員
の
交
流
に
よ

る
人
材
育
成
ま
で
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

都
市
間
交
流
、
災
害
援
助
協
定
を
進
め

る
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
市
長
】
台
東
区
は
国
内
は
も
と
よ
り

【
教
育
長
】
学
校
に
行
け
な
い
児
童
生

徒
が
、
学
校
以
外
の
と
こ
ろ
で
学
ぶ
施

設
を
市
内
４
カ
所
に
適
応
指
導
教
室
と

し
て
設
け
て
い
る
。
今
年
度
も
11
名
の

児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
子
供
の

心
の
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
学
習

意
欲
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

幅
工
事
の
要
望
も
出
て
い
る
が
、
現
状

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
土
木
部
長
】
昨
年
10
月
に
自
治
委
員

さ
ん
と
要
望
内
容
の
確
認
を
行
い
、
道

路
用
地
と
し
て
の
関
係
者
の
同
意
書
の

取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
財
政
難
の
折
で
も
あ
る
が
、

同
意
書
の
受
理
が
終
了
次
第
、
関
係
部

局
と
協
議
の
上
、
予
算
要
求
を
し
て
ま

い
り
た
い
。
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一般質問

企
業
誘
致
に
つ
い
て

学
校
内
の
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て

つくば関城工業団地

【
津
田
議
員
】
い
じ
め
に
つ
い
て
、
①
い

じ
め
の
認
知
件
数
、
そ
の
指
導
等
は
。

②
い
じ
め
の
原
因
で
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
い
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
要
因

の
一
つ
だ
と
思
う
が
、
原
因
に
つ
い
て
。

③
い
じ
め
で
学
校
を
休
ん
で
も
学
習
は

ど
こ
で
も
ど
の
時
期
で
も
で
き
る
時
代

だ
と
思
う
。
対
応
は
。
④
明
野
中
学
校

の
い
じ
め
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。
子
供
た
ち
が
み
ず
か
ら
考
え
行
動

を
起
こ
す
こ
と
は
、
最
良
の
手
法
と
考

え
る
が
指
導
は
。
⑤
「
子
ど
も
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
の
活
用
は
。
⑥
警
察
の
介
入

は
。
⑦
学
校
の
隠
蔽
体
質
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
情
報
公
開
に
は
工
夫
を

す
る
余
地
が
あ
る
と
思
う
が
。
以
上
、

伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
69

件
、
そ
の
う
ち
解
消
が
51
件
、
継
続
し

て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
が
18
件
で

あ
る
。
い
じ
め
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

人
間
関
係
が
う
ま
く
構
築
で
き
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
家
庭

の
養
育
（
服
装
や
清
潔
）
に
関
す
る
も

【
須
藤
議
員
】
大
規
模
企
業
ば
か
り
で

な
く
、
小
規
模
企
業
の
雇
用
対
策
や
法

人
税
を
得
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

直
接
掲
載
し
て
は
い
な
い
が
、
茨
城
県

西
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
日
野
自
動
車
本
社

工
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
市
か
ら
情
報

を
提
供
し
て
、
市
の
概
要
や
環
境
、
住

ま
い
、
生
活
な
ど
10
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
等

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
須
藤
議
員
】
企
業
誘
致
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
つ
く
っ
て
、
企
業
に
送
る
等
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
し
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】
５
月
23
日
か
ら
25
日

ま
で
の
３
日
間
「
企
業
立
地
フ
ェ
ア

２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
県
西

地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
と
参
加
し
た
。

そ
の
際
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ
ス
タ
ー
を

企
業
の
方
に
配
布
を
し
た
。

【
須
藤
議
員
】
企
業
誘
致
に
お
い
て
市

【
須
藤
議
員
】
法
人
税
を
ふ
や
す
に
は

積
極
的
な
企
業
誘
致
が
重
要
と
な
る
。

県
開
発
公
社
か
ら
日
野
自
動
車
関
連
の

部
品
工
場
が
本
市
の
工
業
団
地
に
入
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の

く
ら
い
ま
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
つ
く
ば
関
城
工
業
団
地

の
１
区
画
、
１
・
６
ha
に
日
野
自
動
車

関
連
企
業
が
進
出
す
る
方
向
で
進
ん
で

い
る
。
最
終
的
に
は
国
の
補
助
金
も
絡

む
の
で
は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
が
、

９
割
以
上
の
確
立
で
進
出
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

会
議
録
は
作
成
し
て
お
ら
ず
入
手
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
透
明
性
を

高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
、

作
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

受
験
資
格
の
年
齢
制
限
が
合
併
後
固
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
根
拠
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
国
、
県
、
他
市
を
調
査

し
て
も
上
限
が
29
歳
か
ら
30
歳
で
、
通

常
は
年
度
で
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
受
験
資
格
に
「
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
大
学
を
卒
業
し
た
人
若
し
く

は
平
成
25
年
３
月
31
日
に
卒
業
見
込
み

の
人
又
は
市
長
が
同
等
以
上
と
認
め
る

人
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
同
等
以
上

と
認
め
る
人
」
の
説
明
を
願
い
た
い
。

【
総
務
部
長
】
こ
れ
ま
で
試
験
委
員
会

に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、

決
裁
書
に
記
載
あ
る
い
は
内
容
を
添
付

し
て
回
議
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
会
議

録
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
後

は
検
討
結
果
に
つ
い
て
会
議
録
と
し

て
作
成
し
て
ま
い
り
た
い
。
受
験
資
格

年
齢
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
独
自
に
決

定
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本

的
に
試
験
実
施
年
度
に
お
け
る
職
員
の

年
齢
構
成
等
を
勘
案
し
、
将
来
的
に
各

年
齢
層
の
職
員
の
平
準
化
が
図
れ
る
よ

う
、
試
験
ご
と
に
検
討
し
決
定
し
て
い

る
。
「
市
長
が
同
等
以
上
と
認
め
る
人
」

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
８
の
18
別

表
第
３
の
採
用
試
験
の
受
験
資
格
に
準

じ
て
い
る
。
学
校
教
育
法
に
よ
る
卒
業

者
以
外
の
方
々
が
受
験
す
る
こ
と
も
想

定
し
て
加
え
た
。
例
え
ば
国
立
看
護
大

学
校
や
防
衛
大
学
校
の
卒
業
者
が
こ
れ

に
当
た
る
。
な
お
、
国
家
公
務
員
の
採

用
試
験
は
、
人
事
院
が
実
施
し
て
い
る

の
で
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
な
っ
て
い

る
。

内
の
不
動
産
会
社
と
土
地
関
係
の
会
議

は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
会
議
を
開
催
し
た
経
緯

は
な
い
。



��

ɟᑍឋ問

λ
஝
の
⍵
⎽
૾
に
つ
い
て

ӳ
́
ࢸ
の
Ӳ
地
ғ
૨
҄
ᘍ
ʙ
⎫
の

ૅ
ੲ
ሊ
に
つ
い
て

新ඝ地区ኟ෰Ⴋ៍り大会

ξ
Ŵ

஡
Ŵ

ሬ

【
総
務
部
長
】
དྷ
に
は
し
て
い
な
い
。

【
ಔ
ৎ
議
員
】
஋
ᡌ
の
၉
ࡷ
し
た
ኾ
ฒ

を
ᦻ
ǉ
た
と
き
、
དྷ
に
建
設
土
木
関
ᡶ

業
ဝ
は
ᇄ
地
に
ᡝ
い
ᡆ
ま
れ
て
い
る
。

業
ဝ
の
ͧ
ο
П
ຂ
が
ࣀ
ら
れ
る
よ
う
な

ξ
஡
制
度
を
お
᫒
い
し
た
い
。
ξ
஡
制

度
の
設
計
̘
఑
、
予
定
̘
఑
、
落
஡
̘

఑
、
そ
し
て
ᛮ
ᝣ
ྜྷ
と
落
஡
ᫌ
の
説
明

を
᫒
い
た
い
。

【
総
務
部
長
】
設
計
ᤃ
ᫌ
は
、
一
般
土

木
の
ة
合
の
基
本
構
成
は
、
Ⴞ
ਜ਼
工
事

費
、
᧗
ਜ਼
工
事
費
、
一
般
ሩ
理
費
等
及

ƽ
෢
費
ᆏ
相
当
ᫌ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
჈
の
積

算
基
準
及
ƽ
೉
準
ഭ
੕
、
љ
務
、
᝿
ர

Ҩ
̘
等
を
も
と
に
ᢜ
പ
な
設
計
と
積
算

を
行
っ
て
い
る
。
予
定
̘
఑
は
そ
の
設

計
ᤃ
ᫌ
か
ら
何
Ფ
か
を
下
げ
て
出
し
て

い
る
。
ξ
஡
に
は
、
ਪ
名
ᇨ
ʙ
ξ
஡
ま

た
は
一
般
ᇨ
ʙ
ξ
஡
が
あ
り
、
業
者
が

設
計
書
に
基
づ
い
て
積
算
し
た
ᤃ
ᫌ
で

ξ
஡
を
し
て
い
る
。
落
஡
ྜྷ
は
、
予
定

̘
఑
に
対
し
て
落
஡
ᤃ
ᫌ
が
ど
の
く
ら

い
の
ྜྷ
か
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
ᛮ

ᝣ
ྜྷ
は
、
設
計
ᤃ
ᫌ
に
対
し
て
落
஡
ᤃ

ᫌ
が
ど
の
く
ら
い
の
ྜྷ
か
を
計
算
し
た

も
の
で
あ
る
。

【
ಔ
ৎ
議
員
】
予
定
̘
఑
の
ഭ
В
り
の

Ȓ
ー
Ǽ
ン
ト
は
ᛥ
が
ඃ
定
す
る
の
か
。

一
ࢺ
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、
３
Ფ
な
の

か
、
Ჴ
Ფ
な
の
か
、
Ჶ
Ფ
な
の
か
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
ఐ
ਛ
で
ഭ
В
り
を
し

【
ಔ
ৎ
議
員
】
Ჵ
஍
定
̌
会
の
後
、
ξ

஡
に
つ
い
て
何
か
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
か
。
あ
る
い
は
設
計
̘
఑
を
提
ᅊ
す

る
方
と
か
業
者
に
、
情
報
Ӗ
集
な
り
の

行
動
を
起
こ
し
た
か
。

の
も
あ
る
。
ഓ
に
、
対
策
と
し
て
、
各

学
校
で
は
、
市
教
育
ۃ
Ն
会
作
成
の
「
い

じ
め
対
策
の
進
め
方
」
に
基
づ
き
、
各

ᛦ
題
に
対
ࣙ
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
ᆘ

教
育
関
係
ೢ
関
と
ᡶ
携
も
進
め
て
い
る
。

明
野
中
学
校
の
ႊ
ᘝ
は
჈
市
ပ
ற
教
育

ۃ
Ն
長
ᄆ
修
会
の
要
ᛮ
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
「
い
じ
め
、
暴
力
等
の
生
ࢾ

ਪ
導
の
実
ॱ
と
対
ࣙ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
実
ॱ
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ഓ
に
、
「
܊
ど
も
Ȝ
ᵷ
ト
ラ
イ
ン
」

は
、
周
知
ဋ
の
カ
ー
Ȋ
を
ο
η
ᇠ
生
ࢾ

に
ᣔ
ˆ
し
て
い
る
。
዗
い
て
、
ᜭ
ݔ
の

ʾ
ξ
は
な
か
っ
た
。
஋
後
に
ᨬ
ᔿ
体
ត

の
件
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
き
ち

ん
と
し
た
ࢢ
で
̮
᜵
者
に
説
明
す
る
こ

と
が
大
В
と
考
え
て
い
る
。

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
総
務
部
長
】
そ
の
ᣇ
度
、
工
事
ご
と

に
設
計
担
当
と
ڑ
約
担
当
の
ほ
う
で
調

整
し
、
஋
኷
的
に
は
ᤃ
ᫌ
に
よ
り
ඃ
ᘺ

者
が
何
Ფ
と
い
う
こ
と
で
ඃ
め
て
い
る
。

は
「
市
と
一
ዴ
に
こ
の
ᅟ
り
を
つ
く
っ

て
い
る
の
だ
、
Ⴒ
り
上
げ
て
い
る
の
だ
」

と
い
う
意
ᜨ
が
う
ま
れ
る
。
財
૒
Ӌ
し

い
と
き
と
は
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
か
伺
い
た
い
。

【
ࠊ
長
】
各
地
区
の
૬
化
行
事
等
に
つ

い
て
は
、
後
ɯ
に
഼
す
̘
͏
の
あ
る
も

の
で
あ
り
、
当
໵
市
と
し
て
の
ૉ
੶
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
運
営
状

況
は
、
自
ඝ
会
、
市
民
の
会
、
小
学
校
、

σ
民
館
な
ど
が
主
体
に
な
っ
て
с
意
工

ځ
の
も
と
ཱི
自
に
᧓
͸
し
て
い
る
地
区

も
あ
る
。
ま
た
、
地
ؒ
の
皆
さ
ん
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
生
活
૬
化
の
ӿ
上

や
社
会
教
育
の
਴
ᐿ
を
̡
す
活
動
な
ど
、

ͧ
ο
で
ᝉ
か
な
生
活
の
実
現
に
݆
与
す

る
目
的
で
運
営
協
力
Ն
制
度
を
ᇐ
ち
上

げ
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

૬
化
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
地
ؒ
の
活

性
化
あ
る
い
は
地
ؒ
˲
民
の
一
体
य़
を

ᣵ
成
す
る
上
で
も
、
᪁
ࠠ
に
大
В
な
こ

と
と
認
ᜨ
し
て
い
る
。
今
後
、
市
が
か

か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
ૉ
੶
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
ٳ
ޛ
議
員
】
৫
ౘ
ރ
޺
∢
∼
∾
、
૬

化
行
事
等
を
実
施
す
る
た
め
の
施
設
П

ဋ
が
、
合
̃
前
は
໳
૴
で
あ
っ
た
も
の

が
、
現
在
は
எ
૴
化
と
さ
れ
た
。
ૉ
੶

の
ጕ
小
は
ま
だ
し
も
、
ૉ
੶
の
ঢ়
ち
В

り
に
よ
り
各
地
区
に
഼
っ
て
い
た
大
事

な
૬
化
行
事
が
な
く
な
っ
た
の
も
事
実

で
あ
る
。
現
在
協
和
地
区
で
行
っ
て

い
る
Ⴋ
៍
り
大
会
は
、
˘
業
を
׈
り
᝿

ᤃ
を
集
め
、
新
ඝ
地
区
の
˲
民
の
皆
ಲ

と
一
体
と
な
っ
て
ዖ
዗
し
て
い
る
。
下

館
へ
来
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
地
区
の
ӡ
く
か
ら
あ
っ
た
行
事
で

あ
り
、
ݵ
な
く
て
も
合
̃
後
��
年
ぐ
ら

い
、
予
算
は
บ
ら
し
て
も
ܩ
ο
ঢ়
ち
В

り
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ૉ
੶

し
て
下
さ
れ
ば
、
実
行
ۃ
Ն
会
の
方
々


